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京都大学超高層電波研究センター　共同利用研究の公募について

　当センターが滋賀県甲賀郡信楽町に昭和56年度より建

設中であったMU（Middle　and　UpPer　Atmosphere）

レーダーは，昭和59年度に完成し，昨年10月より一般公

募による当センターの共同利用が開始されました．現在

昭和60年度後期（60年10月～61年2月）の研究課題を公

募中です．

　共同利用研究の中心的設備となるMUレーダーは我

国最初の中層・超高層大気観測用VHF帯大型レーダー

であり，昭和58年度より部分的運用を開始しています．

同レーダーは送信周波数46。5MHz．尖頭送信出力1MW

のモノスタティック・パルスレーダーであり，475本の

直交三素子八木アンテナとその各々に接続された固体送

信機によるアクティブ・フェーズドアレイを構成してい

ます．この方式を用いることによって，高速度のアンテ

ナビーム走査やアンテナの分割使用といった，従来の大

型レーダーにない自由な使用が可能となっています．
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　現在は高度3～25kmの対流圏・下部成層圏と高度60～

90kmの中間圏領域の観測が主に行われています．MU

レーダーはハードウェアはほぽ完成していますが，ソフ

トウェア開発の多くの部分が今後の研究課題として残さ

れており，実験的な観測が行われているにすぎません．

多くの研究者の参加による共同利用が望まれます．他に

共同利用に供される設備としてはアイオノゾンデ，TSS

端末等があります．

　利用を希望される方は，下記に申請書類等が用意され

ていますので御問い合わせ下さい．なお，今回の締切り

は8月20日ですので御留意下さい．

問合せ先

　　　〒611京都府宇治市五ケ庄

　　　　　　京都大学超高層電波研究センター事務室

　　　　　　TEL・0774－32－3111（内線3330）

、天気”32．7．


